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治
タイプライタ
慰謝料請求

治
タイプライタ
２３

治
タイプライタ
９

治
タイプライタ
２３

治
タイプライタ
田中　浜子

治
タイプライタ
申立人の戸籍謄本１通、相手方の戸籍謄本１つう
住民票　各１通

治
タイプライタ
東京

治
タイプライタ
杉並区＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

治
タイプライタ
１６８

治
タイプライタ
００８２

治
タイプライタ
０３

治
タイプライタ
３３３３

治
タイプライタ
３３３３

治
タイプライタ
東京都杉並区＊＊＊＊＊＊＊＊＊

治
タイプライタ
同上

治
タイプライタ
田中　浜子

治
タイプライタ
タナカ　ハマコ

治
タイプライタ
４７

治
タイプライタ
９

治
タイプライタ
２３

治
タイプライタ
会社員

治
タイプライタ
東京

治
タイプライタ
杉並区＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

治
タイプライタ
１６８

治
タイプライタ
００８２

治
タイプライタ
０３

治
タイプライタ
２２２２

治
タイプライタ
２２２２

治
タイプライタ
東京都杉並区＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

治
タイプライタ
同上

治
タイプライタ
山田　太郎

治
タイプライタ
ヤマダ　タロウ

治
タイプライタ
４６

治
タイプライタ
６

治
タイプライタ
１２

治
タイプライタ
自営業
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治
タイプライタ
相手方は、申立人に対し、慰謝料として、金＊＊万円を支払うとの調停を求め
ます。

治
タイプライタ
１　申立人と相手方は、相手方が毎夜仕事で帰ってくると、申立人とその子
に暴力を振るうため、昨年暮れ、耐え切れずに、別居しました。それ以前に
も親戚の人に間に入ってもらい、何度か暴力を振るわないよう説得してもら
っていましたが、人がいると「もう暴力は振るわない。」と言うのですが、
家に帰ると暴力を振るわれます。
２　私たちが別居しているところに、相手方が離婚届の用紙を持ってきて、
「離婚はするが、養育費等は一切支払わない。それでよければ離婚届に署名
する。」と言われ、その時はそれでよいと思い、協議離婚しました。
３　相手からの暴力から逃れて、冷静になってみると、相手の一方的な理由
で離婚しなければならなくなったので、慰謝料を請求したいと思い、この申
立てをしました。なお、暴力を振るわれるおそれがあるので、事前に相手に
話をしていません。




